
平成™œ年Ÿ月�日 水曜日 (号外第˜�™号)官 報
hllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllli

jmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmk

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

c

加
盟
国
は
、
船
舶
所
有
者
が
各
船
員
に
対
し
、
船

舶
の
滅
失
又
は
沈
没
に
よ
り
生
ず
る
失
業
に
対
す
る

補
償
金
を
支
払
う
こ
と
を
確
保
す
る
。（
第
2.6
規
則
、

Ａ
2.6
基
準
及
び
Ｂ
2.6
指
針
関
係
）

d

加
盟
国
は
、
船
舶
が
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
航
さ

れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
自
国
を
旗
国
と
す
る

船
舶
が
十
分
な
数
の
船
員
を
有
す
る
こ
と
を
要
求
す

る
。（
第
2.7
規
則
、
Ａ
2.7
基
準
及
び
Ｂ
2.7
指
針
関
係
）

e

加
盟
国
は
、
船
員
の
経
歴
及
び
技
能
の
向
上
並
び

に
雇
用
の
機
会
の
増
大
を
奨
励
す
る
た
め
の
国
内
政

策
を
有
す
る
。（
第
2.8
規
則
、
Ａ
2.8
基
準
及
び
Ｂ
2.8
指

針
関
係
）

４

居
住
設
備
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
の
設
備
、
食
料

及
び
料
理
の
提
供
（
第
三
章
関
係
）

^

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
の
居
住
設

備
（
暖
房
、
照
明
、
寝
室
、
食
堂
、
医
務
室
等
）
及

び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
の
設
備
に
関
す
る
最
低
基

準
を
満
た
す
こ
と
並
び
に
当
該
最
低
基
準
の
遵
守
を

確
保
す
る
た
め
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
法

令
を
制
定
す
る
。
ま
た
、
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
船

員
の
居
住
設
備
が
良
好
な
状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と

を
確
保
す
る
た
め
、
検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
求

す
る
。
た
だ
し
、
船
舶
の
構
造
及
び
設
備
に
関
連
す

る
要
件
は
、
関
係
す
る
加
盟
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約

が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
に
つ

い
て
の
み
適
用
す
る
。（
第
3.1
規
則
、
Ａ
3.1
基
準
及
び

Ｂ
3.1
指
針
関
係
）

_

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
け
る

食
料
及
び
飲
料
水
の
供
給
が
量
、
栄
養
価
、
品
質
及

び
種
類
に
関
し
て
適
当
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
保

す
る
。
船
舶
所
有
者
は
、
船
舶
料
理
士
と
し
て
勤
務

す
る
船
員
が
関
係
す
る
加
盟
国
の
法
令
に
定
め
る
要

件
に
従
い
訓
練
さ
れ
、
資
格
を
有
し
、
及
び
能
力
を

有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
権
限
の
あ
る
機
関
は
、

食
料
、
飲
料
水
及
び
関
連
設
備
に
つ
い
て
頻
繁
な
検

査
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
検
査
が
記
録
さ
れ
る
こ

と
を
要
求
す
る
。（
第
3.2
規
則
、
Ａ
3.2
基
準
及
び
Ｂ
3.2

指
針
関
係
）

５

健
康
の
保
護
、
医
療
、
厚
生
及
び
社
会
保
障
に
よ
る

保
護
（
第
四
章
関
係
）

^

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
い
て

労
働
す
る
船
員
に
つ
い
て
陸
上
の
労
働
者
が
一
般
的

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
の
保
護
及
び
医
療
と

可
能
な
限
り
同
等
の
も
の
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
。
ま
た
、
加
盟
国
は
、
全
て
の
船
舶
が
医
療

機
器
等
を
備
え
る
こ
と
、
一
〇
〇
人
以
上
の
人
員
を

乗
船
さ
せ
、
か
つ
、
通
常
三
日
間
を
超
え
る
国
際
航

行
に
従
事
す
る
船
舶
に
は
医
師
を
乗
船
さ
せ
る
こ

と
、
医
師
を
乗
船
さ
せ
な
い
船
舶
に
は
医
療
を
担
当

す
る
船
員
又
は
応
急
医
療
を
行
う
能
力
を
有
す
る
船

員
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
及
び
海
上
の
船
舶
が
無
線
通

信
又
は
衛
星
通
信
に
よ
る
医
学
的
助
言
を
一
日
二
四

時
間
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

（
第
4.1
規
則
、
Ａ
4.1
基
準
及
び
Ｂ
4.1
指
針
関
係
）

_

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
の
船
舶
所

有
者
が
、
船
員
の
雇
用
に
起
因
す
る
傷
病
に
関
し
て

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
等
の
最
低
基
準
に
従
っ
て
、

船
員
の
健
康
の
保
護
及
び
医
療
に
関
す
る
責
任
を
負

う
こ
と
を
要
求
す
る
。
た
だ
し
、
国
内
法
令
は
、
一

定
の
場
合
に
関
し
て
船
舶
所
有
者
に
責
任
を
負
わ
せ

な
い
こ
と
が
で
き
る
。（
第
4.2
規
則
、
Ａ
4.2
基
準
及
び

Ｂ
4.2
指
針
関
係
）

`

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
け
る

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
つ
い
て
の
政
策
及
び
計

画
の
策
定
等
を
対
象
と
す
る
法
令
の
制
定
等
を
行

う
。
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
職
業
上
の
災
害
、
負
傷

及
び
疾
病
に
関
す
る
報
告
、
統
計
の
作
成
等
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。（
第
4.3
規
則
、
Ａ
4.3
基
準
及

び
Ｂ
4.3
指
針
関
係
）

a

加
盟
国
は
、
自
国
の
領
域
内
に
厚
生
用
施
設
が
存

在
す
る
場
合
に
は
、
全
て
の
船
員
が
当
該
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も

に
、
厚
生
用
施
設
の
更
な
る
開
設
を
促
進
す
る
。（
第

4.4
規
則
、
Ａ
4.4
基
準
及
び
Ｂ
4.4
指
針
関
係
）

b

加
盟
国
は
、
自
国
の
事
情
に
応
じ
、
自
国
の
領
域

内
に
通
常
居
住
す
る
全
て
の
船
員
に
対
し
、
社
会
保

障
に
よ
る
保
護
を
提
供
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。

加
盟
国
は
、
二
国
間
及
び
多
数
国
間
の
協
定
等
に
よ

り
、
船
員
を
対
象
と
す
る
社
会
保
障
に
係
る
法
令
に

関
す
る
他
の
規
則
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第

4.5
規
則
、
Ａ
4.5
基
準
及
び
Ｂ
4.5
指
針
関
係
）

６

遵
守
及
び
執
行
（
第
五
章
関
係
）

^

旗
国
の
責
任

\

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
け

る
船
員
の
労
働
条
件
に
関
す
る
検
査
及
び
証
明
の

た
め
の
効
果
的
な
制
度
を
構
築
す
る
。加
盟
国
は
、

当
該
制
度
の
構
築
に
当
た
り
、
公
の
機
関
又
は
他

の
団
体
に
対
し
、
検
査
又
は
証
明
書
の
発
給
を
行

う
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
上
労
働
証

書
は
、
船
舶
が
そ
の
旗
国
で
あ
る
加
盟
国
に
よ
る

検
査
を
正
当
に
受
け
て
お
り
、
及
び
こ
の
条
約
上

の
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
す
る
証

拠
と
な
る
。（
第

5.1.1
規
則
、
Ａ

5.1.1
基
準
及
び
Ｂ

5.1.1
指

針
関
係
）

]

\
の
公
の
機
関
又
は
他
の
団
体
（
以
下
「
認
定

さ
れ
た
団
体
」
と
い
う
。）は
、
能
力
及
び
独
立
性

に
関
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
権
限
の
あ
る

機
関
が
認
定
し
た
も
の
と
す
る
。
加
盟
国
は
、
認

定
さ
れ
た
団
体
が
行
う
業
務
の
妥
当
性
を
確
保
す

る
た
め
の
制
度
及
び
認
定
さ
れ
た
団
体
を
監
督
す

る
た
め
の
手
続
を
定
め
る
。（
第

5.1.2
規
則
、
Ａ

5.1.2
基

準
及
び
Ｂ

5.1.2
指
針
関
係
）

^

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
総
ト
ン
数
五

〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
っ
て
、
国
外
の
港
を

利
用
す
る
航
行
に
従
事
す
る
も
の
に
対
し
、
海
上

労
働
証
書
及
び
海
上
労
働
遵
守
措
置
認
定
書
を
備

え
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
海
上
労
働
証
書
は
、
五

年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
発
給
さ
れ
、
そ
の
効
力

は
、
中
間
検
査
の
対
象
と
な
る
。
中
間
検
査
の
範

囲
及
び
程
度
は
、
海
上
労
働
証
書
の
更
新
の
た
め

の
検
査
と
同
等
の
も
の
と
す
る
。
海
上
労
働
証
書

に
添
付
さ
れ
る
海
上
労
働
遵
守
措
置
認
定
書
は
、

権
限
の
あ
る
機
関
が
こ
の
条
約
の
規
定
を
具
体
化

す
る
国
内
的
な
要
件
等
を
明
示
し
て
作
成
す
る
第

Ò
部
及
び
船
舶
所
有
者
が
当
該
要
件
の
継
続
的
な

遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
と
る
措
置
を
明
示
し
て

作
成
す
る
第
Ó
部
か
ら
成
る
。海
上
労
働
証
書
は
、

船
舶
の
構
造
又
は
設
備
を
実
質
的
に
変
更
す
る
場

合
等
に
お
い
て
は
、
効
力
を
失
う
。
船
舶
が
こ
の

条
約
上
の
義
務
を
遵
守
せ
ず
、
か
つ
、
要
求
さ
れ

た
是
正
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
と
い
う
証
拠
が
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
に
対
す
る
海
上
労
働
証

書
は
取
り
消
さ
れ
る
。（
第

5.1.3
規
則
、
Ａ

5.1.3
基
準
及

び
Ｂ

5.1.3
指
針
関
係
）

_

加
盟
国
は
、自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
関
し
、

こ
の
条
約
上
の
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

確
認
を
含
む
検
査
の
制
度
で
あ
っ
て
、
船
員
に
係

る
条
件
に
関
す
る
も
の
を
維
持
す
る
。
権
限
の
あ

る
機
関
は
、
資
質
を
有
す
る
十
分
な
数
の
検
査
員

を
任
命
す
る
。
検
査
員
は
、
不
備
の
是
正
を
要
求

す
る
こ
と
、
そ
の
不
備
が
こ
の
条
約
上
の
義
務
の

重
大
な
違
反
に
当
た
る
場
合
に
は
必
要
な
措
置
が

と
ら
れ
る
ま
で
出
港
を
禁
止
す
る
こ
と
等
を
行
う

権
限
を
有
す
る
。（
第

5.1.4
規
則
、
Ａ

5.1.4
基
準
及
び
Ｂ

5.1.4
指
針
関
係
）

`

加
盟
国
は
、
国
内
法
令
に
よ
り
、
自
国
を
旗
国

と
す
る
船
舶
が
こ
の
条
約
上
の
義
務
の
違
反
に
つ

い
て
申
し
立
て
る
船
員
の
苦
情
を
取
り
扱
う
た
め

の
船
舶
内
に
お
け
る
手
続
を
有
す
る
こ
と
を
確
保

す
る
。
加
盟
国
は
、
苦
情
を
申
し
立
て
た
こ
と
に

つ
い
て
の
船
員
に
対
す
る
い
か
な
る
種
類
の
迫
害

も
禁
止
し
、
及
び
処
罰
す
る
。（
第

5.1.5
規
則
、
Ａ

5.1.5

基
準
及
び
Ｂ

5.1.5
指
針
関
係
）

a

加
盟
国
は
、
負
傷
又
は
死
亡
を
も
た
ら
し
た
重

大
な
海
難
で
あ
っ
て
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、原
則
と
し
て
、

当
該
調
査
の
最
終
報
告
を
公
表
す
る
。（
第

5.1.6
規
則

関
係
）
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